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子どもの発達を「保育所保育指針」における 5 領域の観点からの検討を試みている。この 5 領域
を指標として乳幼児期（0～5 歳）の子どもの発達を検討したことは新しい試みであり、保育園で
行われている保育がこの「保育所保育指針」の 5 領域に則って行われていることからも，乳幼児
期（0~5 歳）の子どもを対象とした発達心理学研究において大きな意義があると評価された。し
かしながら、この点は、逆に、指標の信頼性、妥当性という点で課題がある点も指摘され、従来
の諸指標との関連の吟味も含め、今後の課題とされた。 
  
以上のように、本研究において、伝統的な個体主義的な模倣の発達研究に対して社会文化的視
点で見直すことを提案したことは、単に、発達理論上の問題だけでなく、実践上、特に自閉症ス
ぺクトラム児といった障害児への支援という観点からも意義あるものと考えられた。論文構成上
からも、実践現場でのケース観察からの仮説提起、健常児の典型発達状況の観察に基づく仮説検
証という手続きをとり、最終的に、今後の課題につなげるプロセス・モデルの提起を行なってい
る、という点で、手堅い手法をとっていることが認められた。審査委員会では、上記の点を認め
つつも、今後の展開に委ねるべき自閉症スぺクトラム児ら発達障害児についての言及は、彼らの
本質を捉えているとは言えないのではないか、彼らの支援を打ち出しているが、具体的な支援法
にまでは至っていない、といった意見も出されたが、最終的には、今後の課題の出発点としての
意義を認め、今後の議論、検証につなげていくものであることを確認するとともに、課程博士論
文としては十分な要件を満たしていることを確認した。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
